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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、教師が社会系教科の授業を通して実現しようとしてきた希望を、授
業実践の記録と教師の語りから分析し、社会への希望を育む社会科授業の原理と方法を明らかにすることであ
る。
分析の結果、（１）教師が実現したいと願ってきた希望とその背景、（２）社会科の授業を通して生徒の形成し
た希望の特徴、（３）授業において希望を実現するための教師の方略を明らかにし、社会的な希望を育む実践例
を提案した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify the principle and method of 
social studies class that forms hope to society. 
By analyzing from records of teaching practice and narratives of teachers, ｗhat I have made clear 
are: (1) hope and background that the teacher wished to realize, (2) characteristics of hope formed 
by students through social studies class, (3) teacher's strategy to realize hope in class. In 
conclusion I proposed a practical example to form social hope.

研究分野：教育学　教科教育学

キーワード： 社会科教育　希望　授業　授業実践記録　教師　児童・生徒　現代社会の諸課題　ライフストーリー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

研究の背景には、希望学の研究と教師のラ
イフストーリー研究がある。希望学の研究に
ついては、玄田・宇野（2009）は、「希望学
という新しい社会科学が目指すのは、次の三
つの普遍的な問いに対する答えの追求」にあ
るとし、次の三つの探究課題を提示している
（pp. vii-viii）。 

 

a)「社会において個人が形成する希望とはそ
もそも何なのか」 

b)「社会が個人の持つ希望にどのような影響
を及ぼすか」 

c)「個人の形成する希望が社会状況をどのよ
うに規定するのか」 

 

このように希望学では社会事象として希
望を捉える点に特徴がある。 

 希望に着目した研究は、現在、教育学の研
究においても注目されている。例えば、勝野
（2010）や、中妻（2013）は、教職を希望の
観点から捉え直すことの意義を示している。
しかしながら、これまでの教科教育に関する
研究では、教師が教科を教えることを、希望
という視点から解き明かす研究はほとんど
なされてこなかった。 

鈴木（2015）は、「我が国と諸外国の若者
の意識に関する調査」（日本では内閣府が 

2013 年実施）の結果から他国に比べて日本
の若者が希望を持てていない現状を明らか
にし、希望の有無と社会を変えられるか否か
に関する見解の間には、強い相関関係がみら
れることを指摘している。このことを考慮す
ると、社会科教育が、公民的資質を育み、生
徒に社会への参加を促していく上でも、授業
の中で生徒の希望を形成していくことが重
要であるといえる。 

また、これまでの社会科教育における教師
のライフストーリーに関する研究では、職能
発達の形成過程に着目する一方で、教師が自
分の言葉で教科を如何に意味づけて実践し
てきたかということは不問にふされてきた。
教師が教科を教授する前提には目標があり、
具体的な何かを実現しようとする願い（＝希
望）がある。教科の目標は学習指導要領に示
されてもいるが、実際には教師が自分の言葉
で教科を教えることを意味づけ、願いを持っ
て授業を実践してきたと考えられる。特に社
会系教科（小学校・中学校の社会科と高等学
校地理歴史科・公民科）は社会的な事実や諸
課題を扱う教科であるため、こうした教師の
教科への願いが、児童・生徒が社会に対して
希望を形成していく上でも大きな役割を担
ってきたことが予想される。 

したがって社会系教科の授業を通して実
現しようとしてきた社会への希望を、教師の
実践記録と語りから明らかにすることは、社
会科教育の社会的な意義と可能性を明確に
する上でも重要である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、教師が社会系教科の授業
を通して実現しようとしてきた希望を、授業
実践の記録と教師の語りから分析し、社会へ
の希望を育む社会科授業の原理と方法を明
らかにすることである。なお、本研究では、
「希望」を「何ごとかを実現しようとする願
い」と定義する。また、「社会科授業」とい
う言葉を、地理歴史科や公民科の授業を含め
た、広い意味での社会系教科の授業を指す言
葉として用いる。 

この目的を達成するために、本研究では、
これまでの社会系教科における授業実践の
記録を、「希望」の視点から分析することを、
第一の研究課題とする。 

また、教師のライフストーリーの語りから、
教師が社会系教科に見出した希望と、それを
実現しようとしてきた過程を明らかにする
ことを、第二の研究課題とする。 

以上の二つの研究課題を探究することを
通して、最終的に、社会的な希望を育む社会
科の原理と方法を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

玄田・宇野（2009、pp. vii-viii）が提起
していた、希望学の三つの探究課題を、社会
科の授業実践に即して、「社会」を「社会科
授業」、「個人」を「教師」もしくは「児童・
生徒」に改編すると、次の a)’～c)’の探究
課題が設けられる。 
 
a)’社会科授業において教師が形成する希望
とはそもそも何なのか  

b)’社会科授業は児童・生徒の持つ希望にど
のような影響を及ぼすか 

c)’教師の形成する希望が社会科授業を如何
に規定するのか   

 
本研究では上記の課題を探究するにあた

り、教師が授業を作成し実践するまでのスト
ーリーに着目し、教師が授業を実践する上で
抱いてきた希望と、その結果、生徒が形成す
るに至ったと考えられる社会への希望を明
らかにする。具体的には、複数の授業実践記
録を分析対象として取り上げて、先の a)’～
c)’に、即して 次のⅰ）～ⅲ）の３つの視
点から分析する。その上で、実践間の相同に
着目することで、社会への希望を育む社会科
授業の原理を明らかにする。  
 
ⅰ)教師が社会科授業を通して実現したいと
願ってきた希望とその背景  

ⅱ）社会科授業を通して生徒の形成した希望
の特徴  

ⅲ）社会科授業において希望を実現するため
の教師の方略 

 
教師が志向する希望と生徒の形成した希

望については、特に社会との関わりに着目す
る。このことにより、社会科授業が社会への



希望を形成する上で果たしてきた役割を明
らかにする。なお、分析対象とした実践記録
は、記録が残っており代表性が高い実践であ
ることから、民教連社会科研究委員会編『社
会科教育実践の歴史（中学・高校編）』で取
り上げられている授業実践、『社会科の初志
をつらぬく会の実践記録選』に掲載されてい
る授業実践、『社会科教育研究』に掲載され
ている現代社会の諸課題を扱った実践研究
論文、とした。また、教師のライフストーリ
ーの語りについては、筆者がこれまでに行っ
てきた公民科教師 17 名へのインタビュー調
査の結果を分析対象とした。 
 
４．研究成果 
(1) 教師が実現を願った希望とその背景  
 教師のライフストーリーのインタビュー
記録を分析した結果、教師は、自身の言葉で
担当する社会系教科を通して実現したい希
望を形成していた。こうした教科に対して教
師が形成した希望の背景には、次のような要
因がみられた。 
 
い）職業経験や家庭状況など教師の生い立ち 
ろ）各学校で出会った生徒のニーズ 
は）環境問題や投票率といった社会的な要請 
に）教師自身が探究にしてきた学問の成果 
 
 また、授業実践記録から教師が特定の授業
を通して実現したいと願う希望について分
析した。その結果、社会の文脈、学校での児
童・生徒とのやりとりの文脈、教育団体・学
会・教育行政といった教育関係組織がつくり
出した文脈、の三つの文脈が授業を通して実
現したいと願う希望を形づくっていた。 
授業を通して実現したいと願う希望は、社

会の課題に向けられている場合、生徒の認識
に向けられている場合、生徒の社会生活や社
会とのかかわり方に向けられている場合の
三つの方向性がみられた(図１)。 

 

教師の授業での希望を形成する背景 

児童・生徒と
のやりとり
の文脈 

教育関係組
織で共有す
る課題 

 
社会状況 

 
 
 
 
 
 
 

 
      生徒の社会生活 
 生徒    や社会との    社会 
        かかわり方 
 

希望の方向性 

図１ 授業での教師の希望の背景と方向性 
 

(2)社会科授業で生徒の形成した希望の特徴 
授業実践記録に掲載されている児童・生徒

の発言や感想文から、授業を通して形成した
児童・生徒の希望を分析した。 
児童・生徒の発言や感想文には、「（何かを）

していきたい」という自己の行動を規定して
いくような行為拘束型の希望の表明がみら
れる一方で、「（何かを）して欲しい」といっ
た他者への希望もみられた。このように授業
を通して社会への希望を生徒が形成した場
合にも、自己の行動によって実現しようとす
るか、他者に実現を委ねようとするかの二通
りがみられた。 
また、授業を通して形成する希望（＝実現

しようとする願い）は、個人的なものである
場合もあれば、学級などで共同で形成し共有
している場合もみられた。 
これらのことから児童・生徒の形成する希

望は図２のように、二つの軸によって四つの
類型として示すことができる。一つ目の軸は、
自ら実現に関与するのか、他者に実現を委ね
るかの軸である。二つ目の軸は、個人が形成
した希望か、共同で形成した希望かである。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図２ 生徒の形成する希望の類型 

 
四類型のうち、Ⅰは、授業を通して皆で実

現したいと思う希望を決め、実際に実現する
ために行動を伴うものである。そのため、難
易度は高いが、最も社会に参画し社会を形成
していくことにつながる希望であると考え
られる。 
授業でみられる児童・生徒の願いは、社会

に対してだけでなく、学級の他の子どもへ向
けられることがある。教室も一つの社会空間
であることを考慮すると、こうした教室のな
かまへ希望をもって、互いに働きかけること
も、児童・生徒が社会への希望を形成する上
で重要であると考えられる。 
 
(3)授業で希望を実現するための教師の方略 
 授業実践記録の分析から、授業づくりをす
る際に多くの教師は、学校での授業と社会で
の現実を如何に接続するか、如何に児童・生

教師が社会系教科の授業を通して 

実現したいと願う希望 

 



徒に切実性を持たせるかということを課題
にしていることが明らかになった。こうした
課題への対応が、社会への希望を形成する授
業をつくる上でも鍵になるとみられる。こう
した課題に対して、次のイ）～ト）のような
方略がみられた。これらの方略は、扱う内容
や児童・生徒の状況を考慮しながら実施する
ことで、有効な手立てになると考えられる。 
 
イ）児童・生徒にとってショッキングな事実
であっても隠さずに五感に訴える形で提
示する。 

ロ）児童・生徒にとって身近な現実・事象を
取り上げる。 

ハ）具体的な人物に焦点を当てながら現代社
会の諸課題を取り上げる。 

二）架空の事例から現実の社会へとの接続を
はかる。 

ホ）社会でのコミュニティの状況を教室に持
ち込む。 

ヘ）教室での生徒の状況と社会問題とのつな
がりを考える。 

ト）状況に応じて、児童・生徒の反応をあせ
らずに待つ。 

 
(4)社会的な希望を育む授業実践例の提案 
以上のように、授業実践記録の分析を通し

て、社会の文脈、学校での児童・生徒とのや
りとりの文脈、教育団体・学会・教育行政と
いった教育関係組織がつくり出した文脈、の
三つの文脈を意識しながら、児童・生徒が自
分自身でも実現したいと願うような希望を、
学級で共有することが重要であることを明
らかにした。また、社会への希望を形成する
上で児童・生徒に切実性を持たせることが鍵
になり、このような切実性を持たせる上で有
効な方略が多数あることを明らかにした。 
以上の知見を授業実践の開発へと応用し、

社会科及び公民科で実践できる活動を提案
した。 
具体的には、日常生活の中で接するニュー

スを「社会的な見方・考え方」の視点と、社
会に対する願い（希望）に着目しながら読み
解き、自己とのかかわりを考えながら紹介し
合う活動を提案した。この活動は、2017年に
告示された新学習指導要領に対応しながら、
社会への希望を形成し他者へ伝える習慣を
身に付けることを重視した実践である。これ
までの授業実践記録に掲載されている授業
では、特定の単元が扱われており、希望を形
成することにつながる実践であっても単発
で終わってしまうことが危惧される。そのた
め、授業の合間に繰り返し実践できる活動を
提案した。日常生活で接するニュースを、希
望に着目しながら読み解き、自分はどのよう
にかかわりたいのかを考え、発表する活動は、
児童・生徒が自分自身でも実現したいと願う
ような希望を形成し、他者と共有することに
つながると考えられる。 
 

(5)位置づけとインパクト、今後の展望 
希望を持てず社会への参加意欲の乏しい

若者の存在が学習指導要領改訂の際の議論
でも重要な課題として取り上げられていた。
こうしたなかで、本研究は、児童・生徒が社
会への希望を形成した授業に共通してみら
れる開発原理と方法の一端を明らかにした
点で意義があるといえる。 
 今回の研究では、教師が現代社会の諸課題
を取り扱う際に、教師自身がどのようにして
取り上げる諸課題にコミットメントし切実
性を深めていくのかというところまでは、十
分に明らかにできなかった。そのため、今後
は、社会への希望を形成するような授業を展
開する教師が、現代社会への問題意識を高め、
教材を作成していく際の実践習慣を明らか
にする必要がある。 
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